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?

義
め
の
規
定
は
、
英
蘭
銀
行
の
割
⑴
手
形
に
し
て
滿 

期

日

记

嘉

は

れ

ざ

ジ

分

妗

就

て

は

：、

龈

行

刹

率

ょ

6

笫

其

號
-T
*

一
一

i
H
l
a
雜

鲦

か
敝

_
|部八
九
刀
に
於
け
|

敦
金
融
沭
揚
と



第

九

怨
0
1〗

三
四
}

雜
.

錄

"1

ー
分
高
の
步
’合
を
以
て
元
の
别
受
人
に
再
引
受
を
爲
さ

し
む

•る
に
あ

&
し
が
、
後
、
新
取
極
め
を
以
て
之
に
代

へ
れ
h
o

其
新
取
極
め
に
依
れ
ば
"
英
蘭
鈒
行
は
如
上

丰
形
の
交
拂
に
充
つ
る
丈
け
の
資
金
を
、
銀
行
利
率
ょ

$ 
ニ
分
高
の
步
合
を
以

て
，一
旦
引
受
會
社
に
貨
與
す
る

•
e
間
時
に
、
,此
貸
付
金
は
引
受
會
祉
が
他
日
其
引
受
依

.賴
者
ょ
り
資
金
を
囘
收
し
得
る
に
從
ひ
、
漸
次
辨
濟
す

可
&
も
の

^
せ
b
o

此
規
定
が
偶
々
手
形
の
振
出
人
及

裏
書
人
を
し
て

j

切
の
責
任
を
菇
か
れ
し
む
る
の
效
果

を
齋
し
た
る
は
言
を
俟
た
す
。
加
之
、
新
規
取
引
を
營

み」 P

速
に
引
受
業
翁
の
信
用
を
恢
復
せ
し
め
ん
が
爲

'に
、

1

層
览
容
な
る
特
例
を

_

か
れ
た

$
し
が
、
之
に

侬
れ
ば

'

將
來
渠
等
の
引
受
を
爲
せ
る
新
手
形
は
"
戰

维
終
了
後

1

箇
年
內
に
、
引
受
會
社

0:
資
產
に
對
し
：

、•英

蘭

銀

行

债

權

に

礙

先

じ

て

辨

濟

せ

ら

る

可

き

も

の

ビ 

5
-
0
. 

+

.株
式
銀
行
及
割
引
會
社
が
如
何
に
大
に
此
取
極
め
を 

刹
用
し
た

A
し
や
は

.、

.
左
？T

英
蘭
銀
行
營
業
週
報
に

麵

1

1

1

1

1
と

S

ー

號

ニ

ご

於
け
るP

國
«
以
外
證
券」

K
o
t
h
e
r 

Securities。

及「

K 

間
預
金
^
ろ
&
线D

e
p
o
s
i
t
s

の
遞
增
的
計
數
の
之
を
明 

徵
す
る
も
の
わ
ら
んP
.因
に
興
割
引
手
形
の
總
計
は
凡 

て
同
行
資
産
^
し
て
前
者
に
現
は
れ"

r

般
金
融
界
の 

利
用
し
得
可
き
右
字
形
手
取
金
の
總
訐
は
同
行
負
憤
ビ 

し
て
後
漭
R
示
さ
る
9

國
溃
以
外
證

#

ぐ

七
月
廿
二
日 

ニ
十
九
日 

八
月
七
日

十
：ニ
.卩 

，十
九
日 

二
十
六= 

九
月
ニ
日 

九

日
 

4
-

.六

.日

..

磅

三
三
、
七
三11、

七
六
ニ 

四
七
"三
〇
七
"五1110 

六
！？n

i
m
1
、

六
五
六 

七
〇
、
七
八
六
、
五
九
-六 

九
四
、七
ニ
六
、〇
八
六 

一
〇
九
、九
〇
四
、六
七
〇 

一
ニ
一
、
八ニ
〇
、六
九ニ 

1
H

ハ
、九
5
1、
七
五
九
.

K
,間
領
叙

四
ニ
ヾ
ニ
八
五
-
ニ
九
七 

3f
x
f
r
•
四
一
八
"
九
〇
八

瓦
ム
ハ
、七
四
九"
六
.1
0 

八
三
、5
1

六
'

二
一1 

一
〇
八
、
〇
九
四
、
ニ
八
七 

1

1
1
三
>
八
九
ニ
>
六
芄
九 

一
三
三
、
八1

八X

二
六 

1

三
〇
>
七
〇
四
、
四
六U

1

ー.三
、
七
九
ニ
、瓦
ニ
五•1

三
五
へ
〇
四
ニ
、0
七
1

右
R

就
き
七
月1

ー
十
ニ2
!の
數
字
は
常
*
を
示
す
も 

の
.た
る
.可
し
？
澳
匈
國
は
七
月
一

一

十
八
日
を
以T
&

國 

に
宣
戰
u

ft
;

^

M
て
七
月
十r

十
九
.日
計
數
.の
.僧

大
.«
、

株
式
鈒
行
0
割
引
會
«!
:
ょ
6

當

座

貨

#

を

囘

收

じ

、
：
斯 

く
て
後
潜
を
し
て
英
蘭
銀
行
に
就
て
其
所
有
手
形
を
賣 

却
せ
ざ
る
可
ら
ざ
&
し
め
た
る
銀
行
の
豫
備
的
緊
急
手 

段
實
行
の
效
*
を
示
し
、
超
へ
て
八
月
七
日
の
報
吿
は 

主
ど
し
て
七
月
三
十0-
乃
至
八
月3 

H

R亘
る
同
欉
手\ 

段
進
披
の
影
_
を
明
示
す
0(

銀
行
休
！1
:
は

八

月

ニ

日

ょ
 

&
同
六
日
ま
で
延
長
せ&
る)

八
月
十
三
日
に
は
、
支
一 

拂
猶
豫
認
可
令
前
の
手
形pre-moratorium B

i
l
l
s

も

j 

同
欉
に
英
蘭
銀
行
に
於
て
苒
割
引
に
應
す
可
き
宣
言
出 

で
た
ぅ
し
が
、
此
影
響
は
八
月
十
九' 0
^
終
れ
る
迥
間 

の
週
報
上
訃
數
の
微
增
に
反
映
せ
ぅ
。
英li
餵
行
前
.，に 

は

'\
苒
糊
引
を
依
賴
す
可
き
銀
行
及
割
引
會
敝
の
多
數 

行
員
の
尻
狗
び
に
«
集
せ
る
を
見
受
け
れ
る
な
る
可 

英
蘭
銀
行
掛
員
に
し
^

^
術
上
恶
し1

餍
多
數
の. 

手
形
を
取
扱
ひ
'得
た
h
し
な
ら
ん
に
は
、
此
M
間
に
•於 

け
る
堦
加
は
M

に

互

大

な

る

.も

の

あ

$

し

な

る

.
可

し

o
:

斯
{

し

て

此

運

動

は

九

月

一

一

日

ま

で

に

自

か

ち

^

1.
し 

れ

る

な6
_きo

即

ち

金

融

市

場

は

此

時

ま

で

に

、
•
其

支

辦
九
卷

挪
の
最
ぢ
疑
は
れ
12
る
手
形
0;
大
部
分
を
手
放
し
得ft 

i
し
な
此
結
果
、
預
金
銀
行
は
亦
英
蘭
銀
行
に
爾 

.か

.く
互
额
の
賢
金
を
放
置
す
る
の
'負
擔
を
戚
じ
初
め
た 

り
"
蔻
し
斯
く
膨
脹
し
れ
る
贷
方
殘
は31
:
英
_
銀
行
に 

預
藏
せ
&

れ
を
る
限
b
毫
も
利
子
を
擧
ぐ
る
こ
^
能
は 

ざ
れ
ば
な
b

o1

般
金
融
界
に
於
け
る
短
期
資
金
の
利‘ 

率
が
，
此
巨
大
な
る
流
動
資
金
の
重
應
に
依
々
、
箸
く 

低
下
せ
し
め
ら
れ
れ
る
こ̂
}は
必
至
の
勢W

謂
ふ
可 

く
、
隨
て
手
形
を
©
割
51
に
附
す
る
に
先
立
ち
、1

層 

滿
期
日
の
接
近
す
る
ま
で

之
を
持
堪
-ふ
る
も
危
險
な 

く
>
又
斯
る
遛
延
の
舉
竟
年
五
分
の
苒
割
引
料
を
節
約 

す
る
所
以
?2
る
可
き
こVJ

を
悟
了
す
る
^
至
れ
ぅ
o
是 

等
の
.原
因
^
依

九

月

ニ

日

乃

至

九

月

十

六

日

^
苴 

$
て
英
蘭
銀
行
の
苒
割
引
せ
る
手
形
の
全
金
額
は
期
日 

到
來
し
て
支
挪
は
れ
た
る
舊
手
形
の
全
金
額
ょ
办
少
き 

ご
ど
約
八
百
萬
磅
に
達
せ
友P
興
のr

國
債
以
外
證
券」 

の
總
計
の
低
減
せを
や

、

推
知
す
る

R
雛
か
&
すo 

.

.
飜
て
他
を
顧
み
れ
ば，> 
七
月
1
1
|十
日
、
英
蘭
齦
行
利

雜

三

號

一

一

三

.
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:
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錄

1敝
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年
八
九
月
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於

け

名

偷

.

|

融

市

揚
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九

卷C
三三
六}
雑
錄

串
は
S

分
ょ
ぅ
四
分
it
?!
]

上
げ
一&

れ
た
ら
S

雖
も
、
斯 

る
利
率
の
小
)it

貴
は
之
1-
6

先
き
.株
式
銀
行
の
當
座
貨 

囘
收
の
促
錄
的
働
作
が
如
何0
_

牲

を

柳

ふ

も

其

所

有 

手
形
を
賣
拂
ふ
可
<
"
爾
餘
金
融
界
を
强
滕
す
る
も
の 

あ
か
し
が
爲
早
く
も
三
四
日
前
に
始
ま
れ
る
燕
放 

資
金
要
浓
熱
を
綏
和
ず
る
に.足

ら

す

、

是

に

於

'で

翌 

佥
_

日
三
十一

日
銀
行
利
率
は
突
如
八
分
に
引
上
げ&
 

れ
.

"

M

R土
曜
日
八
月1

日
蹓
進
し
て〗
割
^

な
れ
6

0
 

然
し
乍
ら
楚
等
未
'曾
有
の
利
率
大
荈
放
し
何
等
有
效
の 

R

的
を
達
す
る
に
雛
く
"
唯
徒
に
金
融
は
全
然
杜
絕
せ 

ら
れ
た
$

て
ふ
极
據
な
き
恐
熘
を
意
起
し
、
以
て
大
恐 

條
を
激
成
せ
んVJ

し
れ
る
の
み
。
繼
て
八
月
ニ
日
乃
茧 

六
日
に
苴
れ
る

延
長
せ
ら
れ
た
る
銀
行
休
日
を
經
過
し 

て
、
龈
行
の
Ii
rj

戶
の
再
び
開
か
る
、
や
、
此
謬
策
は
直 

に
改
め
ら
れ
"

银
行
利
率
は
八
月
七
日
六
分
に
，
觅
に.
 

八
月
八E

I

五
分
に
引
下
げ
ら
れ
た6
0
 

筒
人
の
利
益
ビ
經
濟
界
办
主®

的

信

任

^

に

對

す

る

謹

l

l

l

i

f

.

.
第

三

誠

‘一

1.1西

上
§
變
化
は
"
此
八
月
中
に
1:
々
て
_
平
時
の
意
_
及 

關
係
を
享
有
す
る
こ
ヒ
な
か.

CV

き
o
餵
行
利
率
の
蓮
動 

H

原
則
ビ
し
て
手
形
f

R
於
け
る
割
引
市
場
の
働 

作
を
支
配
し
、
斯
く
て
爲
替
相
場
上
若
く
は
當
座
の
國 

,
貨
借
均
衡
上
の
好
ま
し
か
ら
ざ.る
傾
向
を
是
IH
す
る 

の
方
商
を
指
導
す
-o
然
る
に
八
月
中
に
は
斯
る
冊
接
的 

强
制
腿
力
の
要
せ
ら
る
、
こ
ビ
な
し
、
蓋
し
割
别
甫
燦 

は
全
然
營
業
し
た
る
こ
ビ
あ
ら
ざ
れ
ば
な
ぅ
。
預
金
勘 

定

deposit 

a
c
c
o
u
n
t
s

に
附
せ
ら
れ
た
る
利
子
及
，

1

般 

金
融
界
に
於
て
銀
抒
手
形
に
課
せ
ら
る
可
き
利
率

(

愛 

に

て

は

市

場

刺

率

，
，

m
a
r
k
e
t r

a
t
e

を
意
味
す
}
は
、
此 

際
に
當
り
、
銀
行
利
率ba

n
k

 r
a
t
e

に
對
す
る
普
通
の 

關
係
を
保
つ
こ
ビ
な
しo
さ
れ
ば
銀
行
利
率
ミ
は
、
预 

金
銀
行
及
割
引
會
祉
が
之
を
持
堪
ふ
る
を
好
ま
ざ
る
割 

引
手
形
を
»
割
引
す
る
に
當
り
> 
此
場
合
、
國
扉
.の
代 

理
漭
た
を
に
過
き
ざ
る
英
蘭
銀
行
の
之
に
課
す
る
價
格 

を
謂
ふ
o
パ

興
影
響
は
姑
{

問
は
ず
、
.鈒
行
利
率0'
精

密

な

る

卒

準
.
英
蘭
銀
行
に
於
け
る.「

K
IW

預
金
：

j

は
、
か
.の
.
ra'

ぼ
^
V:?
;
驾
&
 
史
く 
r
 

v

nハ”
『
♦
*
、>.
V 〜

*
v へ.
'
* 

f 

d
v

v-
i
-
y
^
v
nl
v
'
J-v
^
v?
':
;
.̂
0̂
-
;
-
-
一

债

以

外

證

券

」

勘

定

を

膨

脹

せ

む

め

た

，る
.手

形

若

ぐ

は 

(

新
取
極
め
に
從
ひ)

引
受
會
社
に
對
す
る
英
蘭
銀
行
の 

貸
付
金
に
し
て
、
克
く
支
柳
は
れ
ざ
る
限
办
、
多
分
の 

減
却
を
示
す
.こ
ど
能
は
す
o

而
.て
他
の
取
引
は
、
沂
が 

英
廳
銀
行
ょ
h

正
貨
流
出
に
關
係
す
る
も
の
に
わ
らt' 

ん
ば
、
m

純
に
預
金
勘
定
の
貸
方
人
名
がi

す
る
に 

止
ま
る
？
現
今
谷
预
金
银
行
は
極
度
の
警
戒
を
加
へ
つ 

、
わ
b

o

渠
等
は
、
將
來
.に
於
て
も
英
蘭
鈒
行
に
於
て 

與
へ
ら
れ
仫
る
膨
脹
せ
る
信
用
を
賴
みS

し
て
過
大
の 

上

部

ェ

事

を

劍
^

す
る
勿
ら
ん
こ
ゾj

を
要
す
o

.
以
上
糨
述
し
來
れ
る
.も
の
は
凡
て
直
接
若
く
は
間
接 

に
偷
敦
.の
國
際
的
金
融
.上
の
地
位
に
關
係
せ
る
事
項
あ 

&

ざ
る
な
し
*
今
や
吾
人
は
全
然
國
內
通
潰
の
內
國
的 

間
題
に
方
向
を
轉
せ
ん
ぱ
欲
す
。

.

,

大
不
列
順
及
愛
爾
蘭
に
於
け
る
銀
行
本
支
店
は
殆
ど 

九
千
を
擻
ふo

開
戰
當
初
比
當
ぅ
て
是
等
の
鈒
行
の
日

#

へ

ば

ニ

千

萬

磅̂

®

^
せ
ざ
令
し
な
る
宵
く" 

0 

；

く
之
i

も
僅
少
な6

し
な
6

ん
P

是
を
以
て
各
龈
行
は 

其
行
內
準
備
金
ょb

轉
用
：し
：て
出
鈉
資
金
を
强
大
な
&
. 

し
ひ
る
も
、f

行
僅
に
平
均
一
一
千
磅
を
超
ゆ
も
幾
何
な 

ら
ざ
る
少
資
金
を
加
ふ
る
に
過
き
ず
o

而
て
關
戰
せ
る 

j

時
豸
]1

餵
行
の
準«

|

總
高
は
約
ニ
千
セ
胃
胄
磅
、
即 

ち

r

銀
行
營
業.所

宛

約

三

千

磅

の

割

合

に

過

ぎ

ず
ビ 

i
然

れ

ば1

旦
預
金
者
が
銀
行
に
殺
倒
し
て
取
付
を

. 

爲
す
や
"

緊
急
紙
幣
の
發
行
に
依&

申
し
1:
、
到
底
之 

に
«

ず
る
こ
ビ
雛
き
ば
常
に
昭
み
の
事
實
な

-
^ビ
す
。

If
f

實
問
題
S

し
て
は
、
英
國
预
金
者
は
決
し
て
興
取 

引
銀
行
R

取
付
を
爲
さ
んS
す
る
如
き
陋
滕
を
示
さざ 

$

き
。
新
聞
紙
は
渠
等
に
齿
ぐ
る
に
，
預
金
取
付
を
爲 

一

す

の

腐

劣.a
非
愛
國
的
な
る
を
以
て
し
れ
る
^
"
英
人 

固
有
の
冷
靜
習
慣
及
公
共
6

ヒ
は
：
渠
等
を
驅
ゲt

f
 

軌
を
逸
せ
し
む
る
こ̂
な
か
6

き
9

而

て

大

膽

に

.
善

用
 

せ
&

れ
れ
&

し
な
6
,ん
.に
は
、
叙
上
猶
少
の
準
備
金
の 

み

n
て
も
、，通
貨
^

對
す
る
凡
し
の
非
常
爾® u

應
じ
'

第

兰

雜

！ 

5

常
出
納
資
金
を
趙
ゅ.る
所
有
現
金
额
は
、
予
の
推
錄
化

0

i

Q
1
三

七)

雜

.錄

.

.
•
鱗

|

麵

年

公

月

に

於

け

る

偷

敦

金

：
融

ll
T
f



I
 

S

3雜
錄

/ 

s龍年
公

月

运

け

る

偷

敦

|
市

f

證

號

一

一
六

て
猶
綽
々
た
ら
し
め
得
可
か.CV

し
な
る
可
し
？
沪
の
鄹 

便
貯
金
局
の
何
等
特
殊
の
困
難
を
蒙
る
こ
ど
な
く
、
八 

月

1

日
乃
至
七
日
杞
苴
れ
る
臨
時
銀
行
休
日
の
間
に
於 

て
す
&
も
進
ん
で
狒
戾
杞
應
じ
つ>あ
；
し
は
殊
記
す 

る
に
*

ゆ
'0
,

然

し

乍

ら

株

式

銀

行

に

至

れ

ば

、

稍

々

不

利

の

地

.位

に

立

て

る

を

以

て

、

爾

か

く

好

意

を

以

，て

预

金

引

出

を

迎
ふ
る
こ
^
な
く
、
早
く
も
七
月
三
十
一
日
各
銀
行
は

0
ら
英
繭
銀
行
に
取
付
を
始
め
、
預
金
者
の
無
智
な
る

要
請
に
動
か
さ
れ
.、
渠
等
に
交
付
す
る
に
金
貨
を
以
て

せ
ん
ど
は
し
た
i

o

七
月
三
十j

日
及
徵
H

R

は
"
之

ょ

*
先̂

き

^
取

9

飯

«

^
依

-0
>て

心

^
ら

t '
も

受

領

を

强
ひ
‘ら
れ
た
6
し
、
五
磅
銀
行
券
を
金
貨
に
脅
換
せ
ん

V
J

称

め

け

る

1

團

の

群

衆

の

英

蘭

銀

行

前

に

堵

列

せ

る

を
見
た
ぅ
。
勿
論
英
蘭
銀
行
は
技
術
上
能
ふ
限
り
敏
速

に
是
等
の
銀
行
券
を
金
貨
に
&
換
し
て
迤
も
客
む
所
ゎ 

ら
.ざ
-

c\

き
o

八

月

二

日

は

日

曜

、

而

て

八

.月

三R
は

偶

々

恒

例

の

八
月
の
銀
行
休
日
に
相
當
す
。
前
後
の
金
融
狀
飽
を
_
 

み
れ
ば
"

或
形
式
の
緊
急
通
貨
券
發
行
に
關
す
る
法
律.
 

を
發
布
施
行
す
る
の
必
要
は
太
に
切
迫
せ
る
も
の
わ
办 

し
が
如
し
。
是
R

於
て
此
目
的
上
及
銀
行
家
の
恐
偎
を.. 

緩
和
す
る
爲
に
> 

銀
行
休
日
は
遂
に
八
月t

日
ま
で
延 

長
せ
ら
れ
た
る
な
P
き
o

而
て
各
銀
行
の
門
戶
の
再
び 

開
か
れ
た
b

し

時

、
渠
等
は
預
金
*
侧
に
於
け
る
不
條
. 

理
な
る

拂
戾
請
求
よ
り
保
譴
せ&

る
.
、

こ

^

、
は

な

れ 

—

局
而
展
開
の
跡
を
視
察
す
れ
ば
、
這
は
一
場
の

«

*

に
屬
せ
6

し
こ
芯
判
明
せ
6

ビ
は
謂
へ
-

-

-一
は
'

1

般

的

支

拂

猶

豫

認

可

宣

言

に

依

-

^

他

は

二

形

式

の 

緊
急
通
貨
券
の
發
行
供
給
の
規
定
に
依6

0
其
一
は
®
 

に

叙

せ

.
^
、

さ

れ

ば

今

其

1

1

R就
て
叙
說
す
る
所
あ&
' 

ん
S
欲
す
。

通
貨
規
定
の
第1

は
必
ず
し
も
新
規
の
案
出
に
係
れ 

る
も
の
-
に
あ
.ら
す
し
て
、：
英
蘭
銀
行
の
其
保
說
準
備
發 

行
制
限
额
を
超
え
得
可
き
こ̂
を

認

許

せ

ら

.れ

た

る

も 

の

是

れ

，な6
0

.換

言

す.れ

ば

法

定.最

高

制

限_

の
：

1

千

|-
|'
>
.
.
- 

-
V
i
.
. 

V 

•

.
 

v

 

,、f

l:
,
r.
-
,'
'
:-.
s
.I'

A
百
四
十
五
萬
磅
を
越
へ
て
ノ
無
準
備
發
行
を
爲
し
得 

可
し
ミ
せ
ら
れ
た
る
に
あ
り0
此
手
段
は
、
縱
へ
正
貨 

兌
換
の
停
止
を
認
可
せ
る
も
の
に
わ£
ず
し
て
、
其
銀 

行
券
を
要
求
次
第
に
金
貨
ど9!
換
ゆ
可
き
銀
行
の
_
務 

は
依
然
ビ
し
て
效
力
を
喪
へ
る
も
の
に6
ら
ず
£
は
謂 

r

世
俗
之
を
呼
ぶ
に
屢
々「

銀
行
條
例
の
停
止」

S 

稱
す
o

語
は
輙
ち
何
れ
杞
て
も
可
、
喵
觀
念
の
錯
誤
に 

陷
ゆ
る
こ
S
勿

れ

。

要

す

る

に

"

這

般

の

非

常

手

段

た 

る
や
ヽ
單
に
英
蘭
鈒
行
發
行
法
の
极
本
義
た
る
保
礙
準 

備
發
行
額
直
接
制
限
の
規
定
を
少
く
緩
和
し
た
る
も
の 

、
み
。
 

•

實
際
上
の
結
果
成
行
に
徵
す
れ
ば
"
英
蘭
鈒
行
は
此 

特
許
權
カ
を
行
使
し
又
は
利
ル
す
る
必
要
に
際
會
せ 

t

o
蓋
し
保
證
準
備
發
行
额
は
"
未
だ
九
百
萬
磅
を
超 

b
た
る
こ
ビ
な
く
、
隨
て
通
常
制
限
額
以
內
に
止
ま
れ 

る
も
の
な
れ
ば
な
6
0 .
さ
れ
ば
謂
ゆ
る
銀
行
條
例
停
止 

s
u
s
p
e
n
s
i
o
n

は
寒
に
豫
備
的
れ
ぅ
し
に
過
ぎ
ず0
然
し 

乍
ら
最
初
に
英
國
議
會
が-1
め
斯
る
手
段
を
具
備
せ
し

谘

九

怨(

|

ー
れ

)

雜

0
”

^

1 、

四
弗
八
九
月
に
於
け
る
偷
敦
金
融
市
湯
と

荚
蘭
銀

.行
,

.

.

.

.

.

-::::

:

め
：:
^名
用
意
比
至
&

て
は
-
.へ.
顧
の
價
値
«

し
ビ
な
.? 

^
る

可

しo

過
去
に
於
け
る
同
樣
なる
歷

史
'J
b

の
事
例 

に
溯
れ
ば
"

宰
相
及
大
藏
大
臣
は
制
限
外
發
行
の
利
益.
 

の
償
還
方
法
に
就
て
、
英
蘭
銀
行
總
戤e
契
約
を
締
結 

せ
る
を
發
見
す
。
這
般
恐
慌
の
第
一
週
間
に
密
か
に
*
 

裁
に
與
ぺ
ら
れ
た
る
保
證
又
は
特
許
條
件
の
內
容
の
如 

何
の
も
の
12
6

し
や
は
、
吾
人
之
を
詳
に
せ
ず

V
J

は
雕 

も
、
こ
の
れ
び「

一
九
一
四
年
、
通
貨
券
及#
.

«

^

#
 

例」

へへ
 C

u
r
r
e
n
c
y

 

a
n
d

 

B
a
n
k

 

N
o
t
e
s

 

A
c
t
;

 

S
I
4

 

匕
中

に
挾
入
せ
ら
れ
た
る】

項
は
實
に
左
の
如
き
包
括
的
の. 

も
の
な
$

マ
し
す
、
日

く「

英
蘭
銀
行T

h
e

 

G
o
v
e
r
B
r

 

a
n
d

 

C
o
m
p
a
n
y

 

o
f
* 

t
h
e

 

B
a
n
k

 

o
f 

E
n
g
l
a
n
d

 

及
在
著
格

爾
、
愛
爾
蘭
の
#
發

行

銀

行

の

常

局

脔

臨

時

に

大 

藏
潘
.に
依
&
|
|可
せ
ら
れ
れ
る
筛
圓
內
に
於
て
、
其
權 

限に附帶する凡ての條件に遵由する法律，

 

を
以
で
«
定
せ
ら
れ
た
る*
難
備
發
行
制
限
额
を«
ゆ 

る
銀
行
券
を
發
行
す
る
こ
：

v
j

を
得」

i 

W
O 

.
併
し
乍
&
銀
行
券
の
.制
限
外
發
行
が
遂
に
實
現
せ
ら

笫111

號
.

I
1

七
.



館
九
#

(一

證

〇)

雜

錄
 

n

ず
し
.て
±

め
る
所
以
.'0
も
の
..は
*
實

^

職

ビ

し

す

同
 

じ
く
法
律
を
以
て
認
許
せ
&

れ

れ

る

緊

急

.通

貨

券 

M
m
e
r

fQencv 

Currency INOtes 

V rurrencv Jsrotes 

て

ふ
第
二
形
式
の
發
行
に
歸
せ&

る
可
し
。
之
は
全
然
新 

奇
の
形
式
に
係
る
。
惟
ふ
に
五
磅
銀
行
券
は
國
內
の
主 

た
る
流

通

證

券

ビ

し

て

"
金

貨

に

代

は

る
こ
ビ
能
は
.ず
0 

さ
れ
ば
金
貨
.に
代
る
可
き
流
通
證
券
ビ
し
て
は.1

磅
能 

ふ
可
く
ん
ば
十
志
券
を
必
要
ビ
す
可
し
0
苟
く
も
此
問 

題
を
硏
究
し
た
る
人
々
は
、
凡
て
峻
烈
な
る
恐K
の
發 

生

に

際

し

て

は

ノ

〗

#/
狳

の

遂

に

雷

要

せ

ら

る

至
 

る
可
き
を
認
識
せ
ざ
み
し
も
の
な
し
ビ
雖
も
、
激
め
斯 

る
紙
幣
を
印
刷
す
可
き
方
法
の
施
行
せ
ら
れ
た
る
こ
S
 

な
く
"

或
は
何
人
が
之
を
發
行
す
可
き
か
"
又
は
如
何 

の
樣
式
を
採
用
す
可
き
か
の
调
題
す
ら
講
究
せ
ら
れ
た 

る
、こ
:̂

ぁ
ら
ず
ど
す
0

既
に
印
刷
せ
ら
れ
れ
る
紙
胳
の 

缺
如
は
"
非
常
に
不
便
な
る
纏
延
を
惹
起
せ
ざ
る
を
得 

t

加
之
"

愈
々
通
貨
券
の
現
れ
來
れ
る
を
晁
る
：に
及

:1

九
.

1

1
!苹
八
九
月
1-
於
け
る
偷
敦
命
融
市
勘
と 

英
蘭
銀
行
.
、

>

'第
1

S 

二
八

刷
せ
色
れ
^
る
も
.
の

に

し

て

^
逾

常

に

透

し

鐵

を

漉

込
 

め
'る
紙
に
て
充
分
の
數
量0

現

存

し

.た

办

し

は

此

料

紙
 

の
み
な
-
し̂
}其
體
裁
も
亦
非
常
に
組.雜
な
&
し
爲
め
、 

(

曲
膨
せ
ら
れ
た
る
部
分
箇
所
も
な
く
}
或
喷
事
家
の
如 

き

「

紀

念

品

し

て」

其 

一
ニ
枚
を
^
に
模
造
し
#
た 

6
,レ
博
へ
ら
s 
o

緊
急
：通
貨
够
の
訐
畫
は
、

一
般
に
豫
想
せ
ら
れ
た
6
 

如
く
英
_
餵
行
が
發
行
*
た
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、 

大
'藏

省

が

一

破

及

十

志

券

を

發

行

せ

ん

S
す
る
も
の
な
. 

b

o即
ち
通
貨
券
は
、
英M

M
行
出
ft
局

長

サ

ー

、
ジ
日
y 

ナ

ー

ンSir 

J
o
h
n̂
a
3
*
r
n
e

の
S

名
を
有
せ
中
し
て
、 

却
て
恒
久
火
藏
大
1S
サ
ー
9

ジ
ョ
ン
•
ブ
ラ
ド
べリ
ー

 

Sir 
J
o
h
n

ばr
a
d
b
u
i
y

の
署
名
を
以
て
發
行
せ
&
れ
れ 

6
0
:通
貨
称
は
無
制
限
法
貨
マ

J

す
ビ
規
定
せ
6

れ
"
II 

政
府
代
表
潜
^
し
て
英
ii
銀
行
の
本
店
R
於
て
の
み
汆 

貨
兌
換
せ
ら
る
可
し

^
宣
明
せ
ら
る
o

公
衆
は
之
を
. 

受
授
す
る
に
何
等
の.疑
惧
を
示
さ
す
0
殊
に
#

^
に
は
、

ベ
.

ば
、
开
は
宋
♦た
遨
糊
せ
ざ
ゐ
郵
便
切
毕
.の
料
紙
it
.印

好

奇

心

の

動

機
®

に
之
を
.認
賛
灾
持
大
に
努
め
た
る
新

J

:v
.
l』

鐵

間
紙
上
の
a?
說
.的
述
動
の
結
*

ビ
し
，て
*
金
貨
の
代
.
^

; 

.
R
通
貨
券
の
需
：婴
せ&
る
、
の
熾
烈
な
-

CV

し
や
-
印
刷 

機
の
供
給
カ
を
超
過
す
る
に
茧
れ6
0:

通
貨
券
は
全
然
英
蘭
銀
行
條
例
の
龅
園
外
に
わ

i
 

て
ヽ
隨
て
英
酣
鈒
行
の
鈒
行
券
發
行
又
は
其
準
備
金
ど 

は
何
等
の
關
係
を
有
せ
ず
。
通
貨
券
は
英
廳
銀
行
營
業 

週
報
の
何
れ
の
部
分
に
も
現
る

>
v

こ
ど
な
く
し
て
、
大 

藏
省
ょ
$
す
る
»
立
報
钽
の
主
題
た
る
も
の
な
り0
願 

.み
る
に
通
貨
券
の
發
行
高
が
、
僅
に
數
日
間
英
蘭
鈒
If 

の
保
說
準
備
發
行
餘
カ
を
超
過
し
た
る
に
®

ぎ
ざ
る
に 

際
し
、
旣
に
英
蘭
銀
行
の
制
限
外
發
行

(

謂
ゆ
る
飯
行 

條
例
停
止
に
依
h

て
認
め
&

れ
た
る)

の
必
®

を
消
滅

せ
し
め
た
&

し
は
、
糙
に
通
貨
政
策
の
成
功
を
®
示
す 

る
も
の
れ
る
可
し
o

-
V
i 

V
.

然
し
乍
6

是
等
通
貨
券
の
最
も
輿
味̂>
る
特
色
は
、

彼
R
?>
ら
t

し
_
て

"
寧

ろ

其

發

行

調

都

の

方

法

に

指

す

。 

大
藏
省
が「

『

九
一
四
^
、
通
貨
券
及
銀
行
■

例」

を
以
て
，
非
常
に
宏
大
自
由0'
權
限
を
臆
與
せ
ら
れ
た

鲂
九
翁
へ
三
四一 .

)

敵
'

錄

レ
执
-
1响
年
八
九
.月
じ
於
け
る
倫
敦
命
融
市
_
と 

攻
湖
銀
行
.

る
は
明
な
る
所
^
:即
ち
.同
法
^

1
1

條
に
從
へ
：
.ば
一
通
貨 

.券
は
大
藏
湛
の
揩
定
す
る#
に

對

し

"

其

指

令

し

た

る 

方
法
を
以
て
發
行
せ
ら
る
可
し

J

ど
規
定
し
ft
る
に
過 

ぎ

ず

し

て

、

通

貨

^

に

對

し

て

保

有

せ

ら

る

可

き

準

備 

を
支
配
す
る
所
の
特
別
規
定
に
就
て
^
、
遂
に
一
言
の 

挾
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
わ
る
こ̂j

な
しO

而
て
大
藏
潜 

.に

依

-
^
て

實

施

せ

ら

れ

た

る

實

際

の

鞔

行

方

法

を

窺

へ 

ば
槪
ね
宏
の
如
し
。

先
づ
通
1 |

券
は
ゝ
魂
繭
銀
行
を
通
し
、
凡
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應
ず
可
き
能
力
を
碯
定
せ
れ
、
.预
金
潘
は 

充
分
な
る
法
貨
の
供
給
に
接
し
て
小
取
別
決
濟
を
保
障 

せ
ら
れ
、
M

rc

英
圓
銀
行
の
金
準
備
の
依
然
保
全せ
ら 

れ
た
る
の
み
な
ら
す
、
飯
行
營
業
週
報
及
®
換
準
備
金 

の
公
表
を
以
てI

般
社
會
の
不
安
を
惹
起
す
る
惡
影
響 

を
阼
ふ
可
き
制
限
外
發
行
の
必
耍
を
も
茲R
囘
避
し
得

飨
3
號

1 
二
 

o

.

唯】

の
危
險
は
此
渐
利
便
の
濫
用
に#
す
。
然
る
に 

事
實
問
題
^
し

て

"

通

貨

券

の

其

後

の

增

發

は

殆

ど

言 

ふ
に
足
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英
蘭
銀
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し
た
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總
計
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千
九
百
ニ
十
丑
萬
四
千
磅
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A
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^
9

不
幸
に
し
て
、
九
千
の
銀
行
營
業
所
に
於
け
る
日
常 

出
鈉
資
金
を
鞏
固
な
ら
し
む
る
爲
に
銀
行
庫
中
に
吸
收 

せ
ら
れ
^

る
も
の
ど
、1

般
流
通
界
に
出
で
去
れ
る
も 

の
^

を
區
別
す
る
能
は
中
し
て
、
上
揭
の
統t f
は
之
を 

合
計
し
た
る
も
の
なり
S

すo

然
し
乍
&
三
千
七
茛
五 

十
萬
磅
の
總
計
の
大
部
分
が
、
當
然
平
常
に
比
較
し
多 

額
の
手
許
現
金
を
所
有
せ
ん
こ
ど
を
欲
す
る
听
の
銀
行 

|の
廊
中
に
藏
置
せ
ら
る
可
き
は
明
な$

0

又
其
他
增
發 

の

1

部
分
は
、

.陸
軍
省
の
.巨
大
なる

現
金
支
娜
に
充
て 

&

れ
た
り
。
而
て
秘
人
に
依j

て
藏
置
せ
ら
れ
た
る
金 

額
の
決
し
て
巨
大
な
る
も
の
あ&

ざ
る
可
き
は
、
叙
上 

f

數
の
明
徵
す
る
所
な
る
可
し
？
か
の
海
外
交
戰
國
に 

於
け
：る
尨
大
な
る
紙
幣
增
發
ビ

比
較
し
來
れ
ば，

，我
國 

の
爾
戰
通
貨
膨
は
極
め
て
少
額
な
る
の
觀6

り
ど
す
。
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,
旣
述
せ
る
が
如
く
，
最
勒
通
貨
券
は
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行
業
者
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對
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九
怨

す
る
貸
下
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し
て
發
行
せ
ら
れ
れ
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o
然
れ
ど
も
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後
數
日
を
經
過
し
、
か
の
大
藏
湛
保
證
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下
に
支
柳
猶 

豫
認
可
令
前
の
手
形
の
巨
大
な
る
も
の
わb

し

が

爲 

it
"
銀
行
業
者
の
英
蘭
銀
行
預
ヶ
金
の
殘
高
大
に
增
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し
れ
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時
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は
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般
銀
行
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漸
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通
貨
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ざ
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至
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に
於
て
か
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銀
行
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し
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行
預
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府
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て

、
•
國

庫

及

英

菌

銀
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の

ハ
31
:
他

の

金

融

.市 

場
及
偷
敦
金
融
界
に
對
す
る
關
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
可 

き
重
婴
な
る
諸
製
素
に
關
す
る
備
軍
に
し
て
且
必
然
的 

R
性
質
上
完
璧
を
期
し
得
ざ
る
可
き
叙
述
を
終
る
。
觀 

來
れ
ば
"
細
目
枝
葉
凡
て
之
を
省
略
に
附
し
、
殊
に
株 

式
取
引
所
の
難
：局
に
就
て
は
織
に
草
々
の
瞥
見
を
與
へ 

た
る
に
過
ぎ
ず
ど
す
。

線
中
る
に
*

偷
敦
市
場
の
金
融
組
織
が
、

•

之
に
加
へ 

ら
れ
た
る
空
前
の
大
抒
麟
に®

へ
"
濘
ろ
綽
々
打
る
餘 

裕
を
示
せ
る
は
、
蓋
し
何
人
も
揪
認
を
容
ま
ざ
る
所
な 

る
可
く
、
興
陷
れ
る
誤
策®

算
に
苹
V

て
は
，
殊
に
開 

戰
の
.初期に當同金

.融
紕
織
が
現
實
に
明
示
し̂
 

る
'高
度
の
策
固
確
實
记
信
賴
す
可
か6

し
或
潜
の
> 
却 

て
怯
儒
無
耻
な
る
輕
擧
妄
動
の
醜
陋
を
暴
露
し
た
る
広 

歸
せ
w

5
TT
&'
-
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p
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の
眞
實
且
重
大
な
石
雛
濉
單 

'に
之
を
割
引
嵌
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地

位

錄

に

別

受

會
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の

困

雛

に
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れ
る
の
み
o
,而
.て
爾
餘
の
緊
急
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手
段
の
大
部
分
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主 
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る
や
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金
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界0

恐
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を
緩
和
せ
んS

す
る
に
出 

で
た
る
も
の

ff
る
ふ
同
時
に
i
斯
る
恐
怖
0

如
き
«
之 

を
感
：じ
た
.る
當
事
*

に
し
で
'

猶
.

1

層
の
知
識
ビ
勇
氣 

ビ
を
有
せ
し
な
ら
ん
に
は
、
必
中
し
も
之
を
惹
起
す
の 

要
な
か
^V

し
を
信
せ
ざ
る
能
は
す
o 

.此
點
に
關
し
最
大
‘の
失
錯
を
釀
じ
最
重
の
貴
任
を
負 

ふ
可
き
も
の
"

多
數
識
者
の
見
る
所
に
從
ペ
ば
、

(

縦
へ 

渠
等
も
其
辯
識
者
を
有
すS

は

謂

べ)

斷

じ

て

株

式

龈 

行
即
ち
大
预
金
銀
行
の
常
局
潜
た6

ざ
る
可
&

ず
0

吾 

人
は
今
此
草
忙
の
秋
に
當$

て
、
或
程
度
夫
で
歷
史
的 

發
達
に
係
る
人
格
及
耍
素
の
行
動
に
溯
-
て
始
め
て
求 

め
.ら
る
可
き
此
极
本
的
原
因
を
探
究
す
る
こ̂-
な
か
る 

可
し
o

唯
八
月
の
第
'
一
週
に
於
て
、
徒
にa

動
せ
る
銀 

行
家
を
叱
啶
し
、
眞
箇
何
處
に
渠
等
の
義
務
、
寧
ろ
同 

時
に
其
利
益
の
存f
.
る
、か
を
訓
'ゆ
可
き
、
死
ぜ
る
ビ
.
ァ 

丨
モ
ン
ト
o

モ
ル
ガ
ン
の
才
幹
勇
氣
わ
る
大
人
格
を
缺 

如
.し
た
る
を
發
見
し
、
臜
嘆
之
を
久
ぅ
し
た’

き
0

去
‘ 

れ
ど
過
ぎ
去
れ
ば
、
是
れ
羅
竟H

草
^

結
べ
，A

し
夢
の
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三
號 

一
二
三



梁

箱

§•
四
六)

雑

錄

m
印
八
九
月
に
於
け
る

I
金

融

市

勘

と

I

號 

一
二
四

跡
の
み
o
,英
蘭
銀
行
の
愍
實
鞏
固"

新
含
四
圍
に
順
應：

ぐ' 

す
可
く
何
等
の
臨
機
獲®

を

必

要

^

せ

ざ

る

傅

說

因

襲
 

及
大
藏
省
の
實
際
的
常
識
恒
心
は
茲
に.協
勞
し
て
、
當 

然
に
加
へ
ち
る
可
か
ふ
し
永
久
的
慘
害
を
防
业
し
て
興 

功
を
完
ぅ
し
れ
6

0

吾
入
は
今
滿
腹
の
信
賴
を
大
英
國
一 

金
融
の
將
來
に
盤
ぎ
ホ
、
筆
を
此
荜
々
の
稿
に
撕
か
ん
。

»

、
史
上
未
會
有
の
大
雛
歐
洲
の
中
旗
に
發
し
て
茲
，

に
五
ケ
'
月
、
此
間
歐
洲
殊
に
英
國
の
緊
急
的
金
融
施

I 

設
及
經
過
"

凡
そ
傅
へ
ら
れ
て
，遺
憾
な
き
が
如
し
ど 

雖
も
、
獅
‘て
熟
視
す
れ
ば
、
开
は
斷
片
的
政
策
の
臚 

列

に

あ

ら

ず

ん

ば

"

輙

ち

零

碎

の

途

說

に

係

る

も

の 

多
く
、
其

統1

的
政
策
の
眞
親
の
精
稷
れ
る
は
，
恰 

も
歐
洲
戰
局
の
成
敗
の
索
漠̂
し
て
眞
相
の
®
ね
難 

き
に
似
た
6

0

戰
爭
の
茈
紀
は
戰
終
る
の
曉
に
俟
つ
一 

可
し
^

雖
も
、
緊
急
的
經
濟
政
策
觀
の
經
緯
は
今H 

に
於
て
最
も
有
利
に
描
寫
せ&

る
可
し
。
如
何
^
な 

れ
ば
金
融
界
の
薺
謀
善
戰
は
ゝ
開
戰
直
前
後
に
於
て
"

重
®

の
波
調
^

肋
折
5

に
富
:
^を
例
ど
し
、
隨
て
吾

、

人
の
學
ぶ
可
き
も
の
亦
此
盼
に
最
も
豐
富
な
る
も
の 

ム
あ
れ
ば
な
^V

?
#

々
最
近
に
a

菌
せ
る
ゲ
ン
ブ
リ
ッ,
 

デ

大

學

ヶ

ー

ン

ヌ

敎

授

の
、
遨
に
工
ー
ル
大
學
の
經 

濟
雜
誌
に
寄
せ
た
る
右
の
論
文
は
、
三
®
の
意
味 

'

1

1

は
.同
敎
授
の
近
著
に
し
て
亦
其
マ
グ
ナ
ムe 

ォ

ブ

ー

ス

た

る
’「

印
度
の
通
貨
及
財
政」

、
0 .
敎
授
の 

特
提
が
斯
る
種
類
の
ゴ
ー
チ
ア
ス
結
びg

を
解
く
の 

第
一
人
者
た
る
を
明
徵
す
る
も
の?)
る
こ
ビ
、
ニ
は 

同

敎

授

，の

曩

に

劎

橋

の

經

濟

雜

認

九

月

號

に

揭

げ

れ 

る
"

戰
爭
第
1

月
間
に
於
け
る
英
國
の
金
融
上
の
地 

位
を
論
じ
た
な1

篇
ど
本
稿
ど
は
首
尾
相
應
ず
可
き 

■

好
姉
^

!

を

爲

せ

る

こ

三

似

本

稿

炉

#
に
其
親 

善
な
る
米
國
の
有
識
：の
爲
に
、
最
も
忠
實
に
英
國
の 

金
融
地
位
を
說
明
せ
ん
ビ
企
圖
せ
る
も
の
た
る
こ
ビ 

——
に
於
て
，
正
に
叙
上
の
需
要
に
應
ず
可
き
名
篇 

た
る
を
覺
ゆ
る
な
ぅ0

而
て
是
れ
同
時
に
吾
人
が
之 

を
紹
介
し
た
る
所
以
れ.る
も
の
^

す
o

》
C

大
H
四年
.：

一:月
十
2£
日
}

技

^
^
^
^
を

H
I

8

i

I

I

1

I

義

I

nffllffl?

限

界

■

獲

均

等

.の

法

則

.

.

(

下〕

增 ;

并

-f4

雄

第
二
耕
地
が
數
ヶ
所
わ
る
場
合
、
前
節
に
述
べ
た 

る
耕
地
が
一
に
限
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、
a

に
勞
働
及 

び
資
本
が
充
分
に
使
用
し
得
ら
る
れ
ば
自
足
經
濟
に
於 

て
は
隈
界
收
襪
が
零
に
達
す
る
の
點
ま
で
ゾ
又
交
揚
經 

濟
R.

於
て
は
限
界
®

用
S

限
界
收
襁
ビ
が
等
し
く
な
る 

の
點
ま
で
勞
資
が
投
入
せ
ら
れる
ビ
い
ふ
の
事
實
が
行 

は
れ
る
の
み
で
？
未
だ
幾
多
の
限
界
收
欐
が
均
等
に
な 

る
ど
い
ふ
の
事
實
は
現
は
れ
てm

な
い
o

耕
地
が
數
ヶ 

所
ホ
る
場
合
に
至
つ
て
始
め
て
數
ヶ
所
の
軿
地
の
各
 々

の
限
界
收
漉
を
比
較
する
.こ
S

が
可
能̂

な
*

^
從
つ 

て
本
稿
の
表
題
の
如
き
限
界
收
榄
均
等
の
事
實
が
現
は 

れ
て
來
る
の
で
あ
る
？
而
し
て
之
に
も
亦
二
つ
の
場
合 

が
.あ
る
。

:
(

甲)

.：.土
地
の
生
產
物
は
對
す
る
爵
要
穸
く
且
つ
此 

の
窗
要
R
靡
せ
む
が
爲
め
tc
土
地
に
.投
入
す
ベ
き
^

®
 

及
び
資
本
が
充
分̂

#
す
る
場
合
0

此
の
場
合
に
は
.前 

節
に
述
ベ
た(

甲
}
の
場
合
0

理
論
が
適
用
せ
ら
れ
る
忙 

過
ぎ
な
い
の
で
ゎ
つ
て
別
に
說
明
を
要
せ
ぬ0
即
ち
各 

耕
地
が
そ
れ
ぐ
耕
作
の
限
界
點
に
達
す
る
ま
で
、
叩

、t 

V 

， 

%
 
.
 

9 

9 

9 

p 

i 

% V
 
.
 

3 

， 

9
>
、
、

ち

自
足
經
濟
に
あ
つ
て
は
限
界
收
權
が
薄
に
なる
の

®

、
y 

9: 
9 

% 

M

B V
 

9 

V 

9 

V 

、 

9 

9 

y 

y 

、 

、 

、

>

ま
で
1
又
交
易
經
濟
に
ゎ
つ
て
は
限
界
嫂
用
ビ
限
界
收

^
，
^
、
ト̂
.r'
、
、,;
,
>

\ t 

v
 

 ̂

f 

V 

f 

y
%
>
-
、
、

«
V
Jが
等
し
く
な
る
の
點
ま
で
、
勞
働
及
び
資
本
の
投 

入
が
«
續
せ
ら
れ
る
の
で

6

る

.°
粜

し

て

然

ら

ば

各

耕
 

地
の
限

^

^

®、は

.

「

耕
怍
の
ゆ

^

^
あ

^

^
、P'
U

G
 

1
K

へ
ば
自
足
經
濟
に
ゎ
つ
て
は
限
界
か
賢
ハ 

め
點
に
於
て
ー
又
交
易
經
濟
に
於
て
は
限
界
的
收
支
の 

相
償
ふ
の
點
に
於
て"
そ

れ

ぐ

皆〗

致
し
平
均
し
均 

等
の
實
を
現
は
す
の
で
ゎ
る

o

こ
れ
限
界
收
權
が
均
等 

に
な
る
場
合
の
第
1

T
あ
る
0 ,

-(

こ)

次
ば
土
地
0.

生

產

物

に

斜

す

る

需

要

少

'き

が 

爲
め
に
充
分
な
る
勞
働
及
：.び
資
本
を
有
す
る
者
も
之
を

.

第
九
卷.

(

三
四
七)

錄眼界收鐵均等の法則

0

0

n

s

'视 f'”/ し 1


